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ポルフィリン誘導体はその平面に広がったユニークなπ共役構造から特徴的な光物性や電気化

学特性を有しており、半導体材料をはじめとした様々な分野への応用がなされている。有機太陽

電池への展開も行われており、近年ではポルフィリン骨格に色素である DPP（ジケトピロロピロ

ール）ユニットを連結させた化合物が優れたドナー材料として報告されている。発表者らもこれ

までに DPP を 2 つ導入した新規ポルフィリン誘導体を合成し、有機太陽電池として 5.73%の変換

効率を達成している。しかし、合成したポルフィリン誘導体の課題として分子間相互作用の強さ

に起因する溶解性の低さが挙げられた。 

本研究では、溶解性の改善策として非対称構造に由来する分子間相互作用の抑制効果に着目し

た。具体的にはポルフィリン骨格のメソ位に導入する置換基を種々に変換することで非対称構造

を構築した（図 1）。溶解度は飽和溶液を規定倍希釈した溶液の UV-vis スペクトルから求めた吸光

度で判断している（図 2）。結果として、本研究で合成した新規非対称ポルフィリン誘導体は、前

述した先行研究で得られたポルフィリン誘導体と比較して溶解度が向上していることが確認でき

た。また、非対称ポルフィリン誘導体を用いたデバイスでは、活性層の膜厚が先行研究時は 120 nm

以下であったのに対して 215 nm となり、有機半導体材料としてメリットとなる特徴も示している

ことが明らかとなった。有機太陽電池の効率は化合物 2d を用いた際に、最高効率 4.84% (JSC: 14.86 

mA/cm2, VOC: 0.69 V, FF: 0.47)を記録している。 

 

図 1. 非対称ポルフィリン誘導体                     図 2. UV-vis スペクトル 
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